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脱炭素で磨き上げる都市の魅力
~「行きたい」「住みたい」「安心できる」千葉市へ~

千葉市内における営農型太陽光発電事業
の導入について



会社概要

社名
千葉エコ・エネルギー株式会社
Chiba Ecological Energy Inc.（英語名）

本社所在地 千葉県千葉市稲毛区弥生町2-15 西千葉浪花ビル3F

代表者 代表取締役社長 馬上 丈司

設立 2012年10月1日

資本金 10百万円

役員
代表取締役社長 馬上 丈司 執行役員 富岡 弘典
専務取締役 萩原 領 監査役 大井 貴史
取締役CAO 岡田 篤 特別研究員 広井良典（京都大学教授）

グループ会社 株式会社つなぐファーム、エコトラスト合同会社、株式会社FARMIGO

事業内容

■自然エネルギー発電事業（太陽光、小水力、バイオマス、洋上風力）
第三者事業性評価、事業開発、ファイナンス支援、O&M/AM支援など

■営農型太陽光発電（ソーラーシェアリング）
事業開発、営農計画の策定、一時転用許可の申請支援、運営支援など

■農業生産
自社グループ農場（6.0ha）における農業生産と自然エネルギー活用事業展開

■研究・調査事業
大学機関との連携による地域活性化に関する調査など
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営農型太陽光発電の概要

• 営農型太陽光発電とは、農地の一時転用許可によって農地
に支柱を立てて太陽光発電設備を設置し、従来通りの営農
を継続しながら発電事業を行う取り組みのことです。

• 2013年3月末に農林水産省が農村振興局長通知として農地
転用許可制度上の取扱を整理し、2024年4月には農地法施
行規則が改正されて法令上の位置づけが明確化されました。

• 全国で約5,000件以上の設備が設置されており、水田、畑、
果樹園、牧草地など様々な農地への導入が進んでいます。
また、千葉県は都道府県別で最も導入事例が多い地域です。

• 設備の下で栽培する作物や、使用する農業機械にあわせて
支柱の間隔や梁の高さなどを設計し、トラクターやコンバ
イン作業に支障のない空間を確保し、栽培する作物に必要
な日射量も得られるようになっています。

• 2021年度には営農型太陽光発電設備に関する設計・施工
ガイドラインも公開され、より安全性の高い設備としてい
くための取り組みが進んでいます。
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運転開始設備容量（見込み）

2025（R7年）.4
DC：634.9 kWp
AC：482.4 kW

2026（R8年）.4
DC：1548.1 kWp
AC：1148.4 kW

2027（R9年）.4
DC：1548.1 kWp +α
AC：1148.4 kW +α

千葉市若葉区下田（低圧）

脱炭素先行地域事業におけるプロジェクトロードマップ

千葉市緑区大木戸①（高圧）

千葉市緑区大木戸②（高圧）

千葉市若葉区更科（高圧）

③グリーン・レジリエント・コミュニティ
・市内農地で1,500kWのソーラーシェアリング導入

2026年（R8年）4月に
目標導入量の達成見込み
さらなる導入普及も視野
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オフサイトコーポレートPPAによる再エネ供給

配電（託送）

発電事業者

営農者
【大豆生産 】

土地所有者
区分地上権設定契約
支柱部分賃貸借契約

耕作権賃貸借契約

耕作依頼契約

電気需要家
（供給先）PPA契約

送電（託送）
供給契約

電気小売事業者

千葉市民 TNクロス

㈱つなぐファーム
（市内農業者）

市内公共施設

協議中

供給スキーム

千葉エコ・エネルギー

開発コンサル

※農地選定、関係者協議、事業企画、
 PV設計、許認可取得、等の支援
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5

千葉市緑区大木戸町

アクセス 「千葉市役所」から 車で30分（約20㎞）
 千葉外房有料道路「大木戸ＩＣ」から 車で2分（約1㎞）

【千葉市緑区大木戸①】事業計画地



【千葉市緑区大木戸①】事業スケジュール

年 2024（令和6年） 2025（令和7年）

月 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6

交付金申請

農転許可

EPC施工

運転開始

営農管理

許可
申請

許可
取得

交付金
申請

PV設置

電気工事

運転開始

2024年9月~2025年1月 発電設備工事
2025年3~4月  運転開始（予定）
2025年3月~ 大豆生産開始

工事期間 4~5か月
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土づくり 施肥農地管理
大豆
播種
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【千葉市緑区大木戸①】営農型太陽光発電設備導入イメージ
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【千葉市緑区大木戸①】営農型太陽光発電設備導入イメージ



【参考】営農型太陽光発電設備下における大豆生産（大木戸地区）
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【参考】営農型太陽光発電設備下における大豆の収量比較

（出典）
『ソーラーシェアリングを利用したダイズおよびラッカセイの収量に及ぼす影響
2023年調査結果』
研究者：王俊発
所属 ：国立大学法人千葉大学 大学院園芸学研究院・大学院園芸学研究科

深野祐也研究室
研究名：ソーラーシェアリングを活用した自立型脱炭素スマート農地の確立と展開

【ダイズの子実収量結果（概要）】

✓ 露地と比較して、6.0%低下がみられた。

✓ 草丈や光合成関連形質（蒸散速度、気孔コンダクタンス、CO2同化

速度）に有意な差はなし

✓ パネル下の個体は、下層部分の受光量が低かった
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【参考】千葉大学との連携事業
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千葉市内における営農型太陽光の導入ポテンシャル

• 千葉市内には3,500ha以上の農地があり、市域の約13％に相当

するだけの規模にある。

• 市街地の外周部に農地が広がっている中で、エネルギーの需要

地との距離の近さを活かした営農型太陽光発電事業が可能。

• 例えば工業団地、物流倉庫等の需要施設に対して短距離の自

営線による営農型太陽光発電からの直接供給も実現出来るの

ではないか。（ex.郡山市 令和4年度次世代産業の企業誘致に関する調査研究）

• Scope3において農産物等の生産でも脱炭素化の必要性が出てく

ると考えられる中で、営農型太陽光発電と一帯での農業生産の

拡大は世界に先んじた取り組みとなり得るのではないか。
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